
1年次 2年次 3年次 4年次

●：必修科目　▲：選択科目看護学科　カリキュラム

●臨床病態治療学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
●女性臨床病態治療学
●小児臨床病態治療学
●看護医療情報学
▲看護医療英語Ⅰ
▲公衆衛生学看護概論Ⅰ
●健康教育学
●疫学・保健統計Ⅰ

●看護学概論
●看護倫理
●基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
●地域・在宅看護学概論Ⅰ
●地域・在宅看護学方法論Ⅰ
●高齢者看護学概論

●基礎看護学実習Ⅰ

▲地域創生と看護
▲ヘルスプロモーション演習

●基礎看護技術Ⅴ
●看護過程演習
●フィジカルアセスメント
●看護理論と実践
●成人看護学概論
●成人看護学方法論Ⅰ・Ⅱ
●高齢者看護学方法論
●小児看護学概論
●精神看護学概論
●母性看護学概論
●地域・在宅看護学概論Ⅱ
●地域・在宅看護学方法論Ⅱ

●基礎看護学実習Ⅱ
●地域・在宅看護論実習Ⅰ

●家族看護学
●看護管理論
●医療安全管理論
●キャリア支援
▲インクルーシブケア論
▲国際保健

●看護研究Ⅰ

●成人看護学方法論演習Ⅰ・Ⅱ
●高齢者看護学方法論演習
●小児看護学方法論
●小児看護学方法論演習
●母性看護学方法論
●母性看護学方法論演習
●精神看護学方法論
●精神看護学方法論演習
●地域・在宅看護学方法論演習

●成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ
●高齢者看護学実習
●小児看護学実習
●母性看護学実習
●精神看護学実習
●地域・在宅看護学実習Ⅱ

●看護研究Ⅱ

●チーム医療論
▲災害看護学
▲リハビリテーション看護
▲エンドオブライフケア論
▲臨床推論演習

●地域・在宅看護学実習Ⅲ
●看護学統合実習

●卒業研究

▲看護医療英語Ⅱ
●看護医療と法規

●人体の構造と機能Ⅰ・Ⅱ
●栄養代謝学
●臨床薬理学
●微生物・感染症学
●病理学総論
●臨床病態治療学Ⅰ
●社会福祉学
●公衆衛生学
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●疫学・保健統計Ⅱ
●保健医療福祉行政論
●公衆衛生看護学概論Ⅱ
●公衆衛生看護活動論Ⅰ
●公衆衛生看護方法論Ⅰ・Ⅱ

●公衆衛生看護活動論Ⅱ
●公衆衛生看護方法論Ⅲ
●公衆衛生看護学管理論

●公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
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一般教養と合わせて、看護に必
要となる基礎知識や技術を修得
します。

1年次で学んだ知識・技術をもと
に、各論・応用へと専門性を高め
ていきます。

実習を通して、看護学の専門知
識・技術を実践的に修得します。

3年次までに身につけた看護学
をさらに深め、国家試験合格を
めざします。


